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▲収穫の喜びを味わってみましょう

［注意事項］

①｢同一世帯からの複数の申込｣｢利用

者以外からの申込｣｢往復はがき以外で

の申込｣｢返信用表面に住所等の記載が

無いなど不完全な申込｣｢同一人物(同

一団体)の複数枚申込｣｢辰巳・城東・夢

の島に重複しての申込｣｢電話番号未記

入｣｢団体区画で申込資格対象団体以外

からの申込｣などはすべて無効。当選

者には申請時に本人確認をします②使

用権利譲渡・転貸は禁止です③建物や

樹木のため日影になり、作物の成長に

影響がでる区画があることをご了承く

ださい(辰巳区民農園は特に緩衝緑地

帯に囲まれ日影になる区画がありま

す)④｢辰巳｣と｢城東｣農園は駐車場が

ないため、車での来園はご遠慮くださ

い⑤当選順に区画を割り当てるため、

利用区画は選べません⑥当選者は指定

された期日に使用申請をしてください。

面 積 40.16km
2

＋ 116人人 口

＋ 9人

252,961人 ＋ 66人

前月比(±)

501,501人

（平成28年1月1日現在）

254,002世帯

− 10人

世帯と人口

− 54世帯世 帯

女

※平成24年7／9から外国人も住民基本
台帳法の適用となりました

11,370人男外
国
人

住
民
数

(
内
数
)

＋ 50人248,540人男住
民
基
本

台
帳
人
口

12,959人女

▲大勢の新成人が大人
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江戸庶民の年中行事再現

｢雛節句｣

江戸時代末期の深川の町並みを実

物大で再現している常設展示室で

｢雛飾り｣を行います。

長屋や船宿に立ち雛、土雛、古今

雛などのさまざまな雛人形と共に、

菱餅や蛤などの供物(レプリカ)を飾

り、雛節句を祝います。

▢時 2／11(木・祝)〜3／6(日)9：30〜

17：00(最終入館16：30)

伝統工芸公開｢江戸指物｣

指物とは、板の寸法を測り、棒と

板をしっかりと組み合わせて、箱や

器などの精巧な木工品を作る技術で

す。美しい木目を生かす江戸指物の

匠の技を、ぜひ間近でご覧ください。

▢時 2／14(日)13：30〜15：30［出演］山
田一彦(区登録無形文化財保持者)

江戸庶民の語り物｢新内流し｣

切々とした哀調を特色とし、唄も

三味線も泣くように弾き語り、江戸

庶民の語り物として親しまれた新内

節をお楽しみください。

▢時 2／20(土)14：00〜15：00［出演］新
内剛士ほか

伝統芸能公開｢落語｣伝統芸能公開｢落語｣

江戸庶民の楽しみのひとつであっ

た落語を、江戸の町並みを再現した

常設展示室でお楽しみください。

▢時 2／21(日)14：30〜15：00［出演］三
遊亭好の助

※いずれも▢費 大人400円、小中学

生50円(観覧料)※中学生以下の入館

は保護者同伴▢申 当日直接会場へ
▢場 ▢問 深川江戸資料館(白河1-3-
28)☎3630-8625

▲古今雛

▲江戸指物の匠
山田一彦さん

こうとう区報は発行日から
3日かけて郵便ポストへ
お届けしています

ご家庭・事業所等で配布が必要ない場合や、配布部数の変更を希望
される場合は、全戸配布コールセンター（平日および配布日の9：00〜
19：00）☎3950-3070へ 読み終わった区報は古紙回収へ

オリンピック・パラリンピックを
成功させよう！
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▲新成人の代表として決意表明を立派に述べた山岸
周平さん(左：城東地区代表)と鈴木優一さん(右：
深川地区代表)
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︑
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︑
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